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第５回土浦市総合企画審議会での主な意見とその対応について

【第９次土浦市総合計画案（資料Ⅲ－２）新旧対照表】

頁 修正後 修正前／２月９日【第５回総合企画審議会】 理 由

36 頁 第４節 本市の現状を踏まえた課題の取りまとめ

（１）新型コロナウイルス感染症収束後の新たな社

会を見据えた対応

（中略）

今後、こうしたデジタル技術を活用できる分野が

広がっていくことで、人々はより多様な働き方・ラ

イフスタイルを享受できるとともに、年齢、性別、

人種や存在する場所などに関係なく、人と人がつな

がり合うことができるようになります。

あわせて、多くの人がテレワークを経験し、地方

で暮らしてもテレワークで都会と同じ仕事ができる

との認識が拡大しています。これにより、人々の考

え方も、都会へのアクセスを重視した「職住接近」

から、郊外に住む「余裕を持った生活」へと変化し

つつあり、地方への移住の関心が高まっています。

本市の人口も、令和２（2020）年の国勢調査では増

加に転じたことから、今後の人口動態を注視しつつ、

こうした変化を好機と捉え、地域の活性化につなげ

ていく必要があります。

これらを踏まえると、本市においては、今後、新

型コロナウイルス感染症収束後においても、地域社

会のデジタル化をより一層推進し、感染拡大防止と

社会経済活動を両立するとともに、あらゆる行政分

野において、未来技術の利便性を享受しつつも、人

と人との心の絆を大切にするバランスの取れた施策

を構築していくことが求められます。

第４節 本市の現状を踏まえた課題の取りまとめ

（１）新型コロナウイルス感染症収束後の新たな社

会を見据えた対応

（中略）

今後、こうしたデジタル技術を活用できる分野が

広がっていくことで、人々はより多様な働き方・ラ

イフスタイルを享受できるとともに、年齢、性別、

人種や存在する場所などに関係なく、人と人がつな

がり合うことができるようになることから、感染症

収束後においても、地域社会のデジタル化をより一

層推進していく必要があります。

これらを踏まえると、本市においては、今後

、感染拡大防止と

社会経済活動を両立するとともに、あらゆる行政分

野において、未来技術の利便性を享受しつつも、人

と人との心の絆を大切にするバランスの取れた施策

を推進していくことが求められます。
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頁 修正後 修正前／２月９日【第５回総合企画審議会】 理 由

38～39

頁

（５）お互いを認め合い、支え合う地域共生社会の

実現

本市では、これまで、全ての市民が相互に人格と

個性を尊重し合いながら、幸福な生活を送ることが

できるよう、誰もがそれぞれの個性と能力を発揮で

きる男女共同参画社会の構築や異なる文化や価値観

を互いに尊重し、認め合える多文化共生社会の実現、

障害のある人もない人も相互に認め合い、共に生き

る社会の実現や高齢者が住み慣れた地域で生きがい

と誇りを持って暮らせる地域社会の形成など、多様

性と包容力にあふれる社会の実現に向けた取組を推

進してきました。

（中略）

こうした地域や家庭の抱える課題の複雑化による

市民のニーズの多様化・高度化に対応するために、

高齢者や障害のある人、子どもなど生活上の困難を

抱える全ての市民を対象として、中学校区ごとの地

域において、行政、社会福祉協議会、保健・医療機

関、福祉サービス事業所等と地域住民が連携して、

支援を行う土浦型地域包括ケアシステム「ふれあい

ネットワーク」の更なる深化に向けた取組などを通

じて、地域福祉は、個人ではなく、地域社会全体で

担うとともに、市民一人ひとりが関わっていくこと

で、「誰一人取り残さない」持続可能な地域社会の構

築につなげていく必要があります。

（５）人の価値観や市民ニーズの多様化・高度化に

向けた対応

時代の変化に伴うライフスタイルの変容により、

人の価値観はますます多様化しています。本市にお

いても、これまで、多様性と包容力にあふれる地域

社会の実現に向けて、誰もがそれぞれの個性と能力

を発揮できる男女共同参画社会の構築や異なる文化

や価値観を互いに尊重し、認め合える多文化共生社

会の実現、障害のある人もない人も相互に認め合い、

共に生きる社会の実現や高齢者が住み慣れた地域で

生きがいと誇りを持って暮らせる地域社会の形成な

ど、全ての市民が相互に人格と個性を尊重し合いな

がら、共生するための社会づくりを推進してきまし

た。

（中略）

こうした地域や家庭の抱える課題の複雑化による

市民のニーズの多様化・高度化に対応するために、

地域の様々な課題を包括的に受け止め、市民が主体

的にこうした課題を解決するために構築した土浦型

地域包括ケアシステム「ふれあいネットワーク」の

更なる深化に向けた取組などを通じて、地域福祉は、

個人ではなく、地域社会全体で担うとともに、市民

一人ひとりが関わっていくことで、「誰一人取り残さ

ない」持続可能な地域社会の構築につなげていく必

要があります。

「第５回土浦市総

合企画審議会での

主な意見とその対

応について」

意見№２

「第５回土浦市総

合企画審議会での

主な意見とその対

応について」

意見№３
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頁 修正後 修正前／２月９日【第５回総合企画審議会】 理 由

52 頁 リーディングプロジェクト１

子どもが夢と希望を持ち、生き生きと育つまちづく

り

（中略）

これからも、「かがやけ！土浦の子どもたち」を合

い言葉に、未来を担う子どもたちが地域とのつなが

りの中で心身共に健やかに、夢と希望を持って、生

き生きと育つ社会を実現します。

このため、多様化・高度化する教育保育ニーズに

合わせた子育て支援や時代の変化に応じた教育環境

の充実を図るとともに、こうした取組を通じて、子

育て世帯の転入促進・転出抑制にもつなげます。

さらには、子どもたちは「地域で育つ」、「地域で

育てる」、「みんなで育てる」という理念の下、地域

全体で子育てを支えることで、子どもと親が共に安

心して暮らすとともに、子どもたちが成長する中で、

土浦を故郷として誇りに思うことができるまちを目

指します。

リーディングプロジェクト１

子どもが夢と希望を持ち、生き生きと育つまちづく

り

（中略）

これからも、「かがやけ！土浦の子どもたち」を合

い言葉に、未来を担う子どもたちが地域とのつなが

りの中で心身共に健やかに、夢と希望を持って、生

き生きと育つ社会を実現します。

このため、多様化・高度化する教育保育ニーズに

合わせた子育て支援や時代の変化に応じた教育環境

の充実を図ります。さらには、子どもたちは「地域

で育つ」、「地域で育てる」、「みんなで育てる」とい

う理念のもと、地域全体で子育てを支えることで、

子どもと親が共に安心して暮らすとともに、子ども

たちが成長する中で、土浦を故郷として誇りに思う

ことができるまちを目指します。

「第５回土浦市総

合企画審議会での

主な意見とその対

応について」

意見№４


